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３－４．複梢整理 

 

 

 

・ 複梢（複数の梢が発生する状況〔下図〕）は過多な施肥により、秋まで幹頂芽（ミ

キチョウガ）が固まらず、寒害で枯死したために、頂生側芽（チョウセイソクガ）

及び輪生枝（リンセイシ）が立ち上がって発生する現象である 

・ 複梢は互いに成長するため、十分な生育がなされず、樹木の生育不良につながって

いく 

・ 健全な樹木育成にあたっては、これを整理する必要がある 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

複梢整理前 複梢整理後 

複 梢 

頂生側芽 

幹頂芽 

輪生枝 

●健全な場合、幹頂
芽は上へ、頂生側
芽は横へ延びる 

●幹頂芽が枯死す
ると、頂生側芽が
立ち上がる 

複梢は樹木の健全育成のため、樹勢を見極め、ただちに整理する 

3.街路樹維持管理項目


